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１
千
人
を
超

え
る
所
在
不
明

の
高
齢
者
の
存

在
が
発
覚
し
て

そ
の
多
さ
に
驚
い
て
い
た

ら
、
日
本
全
体
で
な
く
東
京

の
一
区
だ
け
で
の
数
値
と
い

う
か
ら
驚
き
以
上
で
あ
る
。

　

役
所
の
ず
ぼ
ら
か
、
個
人

の
生
命
観
の
変
化
か
、
地
域

社
会
の
崩
壊
か
憶
測
に
よ
る

コ
メ
ン
ト
は
い
く
ら
で
も
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
ん
顔

で
急
に
露
呈
し
て
き
た
事
に

何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
と
す

れ
ば
、「
国
民
総
背
番
号
制

度
」
へ
の
布
石
か
と
も
取
れ

る
。

　

年
金
な
ど
の
不
正
受
給
と

い
う
詐
欺
事
件
と
な
る
と
貧

困
や
遵
法
精
神
の
劣
化
と
関

連
し
、
日
常
生
活
が
科
学
技

術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現
代

の
宗
教
的
習
慣
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
の
大
き
さ
も
関
わ
り
そ
う

で
あ
る
。
事
務
手
続
き
と
お

経
や
埋
葬
と
い
っ
た
金
の
か

か
る
儀
式
と
も
和
服
と
洋
装

以
上
の
乖
離
が
あ
る
。

　

株
価
と
生
鮮
食
品
の
値

段
、
戦
争
と
平
和
、
理
想
と

現
実
、
テ
レ
ビ
と
家
族
の
会

話
、
闘
病
と
レ
セ
コ
ン
入
力

操
作
、
医
療
や
生
死
を
含
め

て
ど
れ
が
本
当
の
日
常
で
ど

れ
が
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
か
線
引
き
の
難
し
い

時
代
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

保
険
者
目
線
で
審
査
強
化

　

「
保
険
者
が
顧
客
、
審
査
も
保
険
者
よ
り
に
ス
タ
ン
ス

を
お
く
べ
き
で
は
。
審
査
委
員
会
は
医
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
保
険
者
の
立
場
で
議
論
す
べ
き
」―

―

。

民
主
党
政
権
下
で
保
険
者
の
立
場
に
立
っ
た
審
査
の
効
率

化
・
強
化
で
大
幅
に
医
療
費
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

分
け
人
に
対
し
、
支
払
基
金

理
事
長
は
、
審
査
の
公
正
・

公
平
・
中
立
性
や
、
基
金
は

削
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

く
紛
争
に
至
ら
ず
に
支
払
額

レセプト電子化レセプト電子化

❶❶医療費抑制医療費抑制
とと

雄
監
事
と
事
務
局
が
参
加
し

た
。

田
裕
志
・
辻
本
勝
各
副
理
事

長
、
松
本
博
理
事
、
宮
本
辰

か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
を
中
学
卒
業
ま
で
に
拡

大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

阪
市
も
対
象
年
齢
を
中
卒
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

求
め
た
。

　

要
請
に
は
、
小
澤
力
・
吉

　

学
校
医
療
券
様
式
変
更
に

つ
い
て
は
６
月
、
社
保
研
究

部
が
、
大
阪
市
教
育
委
員
会

に
改
善
を
要
請
し
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

中
卒
ま
で
引
き
上
げ
求
め
る

　

要
請
で
は
、
堺
市
が
７
月

　

学
校
医
療
券
は
従
来
「
要

Ａ
」「
準
Ｂ
」
と
も
同
じ
様

式
で
あ
り
、
治
療
に
か
か
っ

た
点
数
と
医
療
費
を
記
載
す

れ
ば
よ
か
っ
た
。
４
月
か
ら

レ
セ
プ
ト
形
式
に
変
更
さ

て
、
保
険
者
（
健
保
組
合
）

側
に
立
ち
査
定
の
効
率
化
・

強
化
を
強
く
求
め
た
。

　

基
金
が
刷
新
会
議
に
提
示

し
た
改
革
案
は
、
レ
セ
プ
ト

の
電
子
化
を
中
心
と
し
た
全

レ
セ
プ
ト
の
点
検
、
縦
覧
点

検
の
実
施
や
、
機
械
に
よ
る

審
査
で
人
員
削
減
を
進
め
組

織
の
ス
リ
ム
化
を
中
心
と
す

る
も
の
だ
っ
た
が
、
評
価
結

果
は
「
改
革
案
で
は
不
十

分
」
が
５
人
、「
改
革
案
が

妥
当
」
が
１
人
の
結
果
と
な

っ
た
。

　

仕
分
け
人
か
ら
の
指
摘

は
、「
レ
セ
プ
ト
電
子
化
に
と

も
な
う
レ
セ
プ
ト
審
査
・
支

払
の
手
数
料
の
引
き
下
げ
、

査
定
率
の
向
上
」
に
と
ど
ま

ら
ず
、「
保
険
者
に
よ
る
直

接
審
査
の
拡
充
と
支
払
基
金

の
関
与
の
減
少
」「
国
保
連

と
の
統
合
に
よ
る
重
複
機
能

の
効
率
化
」「
国
保
連
と
の

競
争
の
促
進
、
保
険
者
の
選

択
の
拡
充
」
な
ど
を
求
め
て

い
る（
図
）。 

（
つ
づ
く
）

　

行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕

分
け
（
２
０
１
０
年
４
月
12

日
）
で
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
に
対
す
る
批
判
が

飛
び
出
し
た
。

　

「
事
務
費（
８
６
８
億
円
）

が
査
定
額
（
２
３
２
億
円
）

と
見
合
っ
て
な
い
」
と
の
仕

　

歯
科
用
金
パ
ラ
合
金
な
ど

の
価
格
が
10
月
１
日
か
ら
改

定
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
協

会
・
保
団
連
は
、『
歯
科
点

数
早
見
表
・
２
０
１
０
年
10

月
版
』
を
発
行
す
る
。
会
員

に
は
１
冊
無
料
で
、
本
号
に

同
封
し
て
届
け
る
。

　

10
月
版
は
、
改
定
点
数
を

色
付
で
表
示
、
ブ
リ
ッ
ジ
保

険
適
用
も
盛
り
込
ん
だ
。
改

定
点
数
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://osk-net.

org/

）
で
も
確
認
で
き
る
。

　

会
員
の
先
生
に
は
、『
大

阪
歯
科
保
険
医
新
聞
』
と

『
全
国
保
険
医
新
聞
』
を
毎

月
５
・
15
・
25
日
付
で
、
雑

誌
『
月
刊
保
団
連
』
を
毎
月

15
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
発
行

し
、
郵
便
で
お
届
け
し
て
い

専門家がおこたえします

室相 談各 種

税務相談税務相談
【日　時】10月20日（水）午後２時～５時
【相談者】井川博幸 税理士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談雇用相談
【日　時】10月21日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二 社労士

法律相談法律相談
【日　時】10月４日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士

Ｂ５判12㌻頒価1,000円

審査・指導の強化が強調された
事業仕分け（行政刷新会議ホー
ムページから）　　　　　　　

（図）支払基金に対する指摘事項
１．審査の実効性・効率性の確保
　・事務費（コスト）と査定額（成果）が見合っていないの

ではないか（事務費868億円、査定額232億円）
　・査定率の都道府県間における差異の存在
　・レセプト電子化に対応した業務効率化、審査能力の

向上（手数料の引き下げ、査定率の向上）
２．審査支払業務のあり方
　・保険者による直接審査を拡充し、支払基金の関与を

減少すべき
　・国保連との統合により重複している機能の効率化を

図るべき
　・国保連との競争を促進し、保険者の選択を拡充すべ

き
３．法人運営の適正化・透明化
　・いわゆる「天下り」への批判
　・保有する不動産、積立金を売却・取り崩し、手数料

を引き下げるべき
　・一般競争入札など、契約の適正化の徹底を図るべき

を
確
定
す
る
た
め

に
あ
る
と
の
見
解

を
強
調
し
た
。

　

し
か
し
、
仕
分

け
人
は
「
医
者
が

医
者
を
裁
判
し
て

い
る
。
医
者
に
対

し
て
甘
い
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘

が
あ
る
」
と
し

ま
す
。

　

新
聞
や
引
き
落
と
し
明
細

書
な
ど
が
正
し
く
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
協
会
事
務
局

・
組
織
部
（
℡
06―

６
５
６

８―

７
７
３
１
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

れ
、「
医
学
管
理
料
」
欄
が

削
除
さ
れ
て
い
る（
図
）。
医

療
機
関
に
対
し
て
は
「
歯
磨

き
指
導
等
は
対
象
外
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　

要
請
で
は
、
変
更
さ
れ
た

医
療
券「
要
Ａ
」様
式
は
「
医

療
現
場
で
子
ど
も
た
ち
を
差

別
す
る
も
の
」
と
指
摘
し
、

①
３
月
以
前
の
様
式
に
戻
す

か
②
医
科
と
同
様
に
医
学
管

理
欄
を
含
む
様
式
に
変
更
す

る
か―

―

を
求
め
た
。
ま

た
、
歯
科
疾
患
実
態
調
査
結

果
を
示
し
な
が
ら
、「
疾
患
が

う
蝕
か
ら
歯
周
病
へ
シ
フ
ト

し
て
い
る
」
と
強
調
、
対
象

疾
患
を
う
蝕
に
限
定
し
な
い

よ
う
、
市
と
し
て
国
に
働
き

掛
け
る
よ
う
求
め
た
。

上： 変更された様式は「医療現場で子ど
もを差別するもの」と指摘する小澤
氏（正面中）＝15日、大阪市役所　　

下：レセプト形式に変わった「要Ａ」用紙

ご
案
内
「
い
い
歯
と
健
康
〜
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
目
指
し
て
」・

ご
案
内
「
い
い
歯
と
健
康
〜
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
目
指
し
て
」・
1010
月月
1717
日
㈰
開
催　

詳
細
３
面

日
㈰
開
催　

詳
細
３
面

　

大
阪
市
の
学
校
医
療
券
様
式
「
要
Ａ
」

が
、
４
月
か
ら
レ
セ
プ
ト
形
式
に
変
わ
り
、

歯
管
や
実
地
指
が
算
定
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
協
会
の
市
内
４
地
区
（
北
部

・
東
部
・
南
部
・
西
部
）
は
合
同
で
15
日
、

大
阪
市
と
同
教
育
委
員
会
、
同
議
会
・
同
会

派
へ
、
様
式
の
変
更
を
求
め
て
要
請
し
た
。

『点数早見表』発行

「
医
学
管
理
料
」算
定
で
き
ず

様
式
の
変
更
求
め
市
へ
要
請

大阪市の学校医療券「要Ａ」

市内４地区

１冊無料で本号に同封

仕
分
け
人
〝
医
者
に
対
し
て
甘
い
〞

組
織
部
か
ら

郵
送
物
の
確
認
に
つ
い
て

【
学
校
医
療
券
】
健
康
診
断
な
ど
で
学
校
長
か
ら
治
療
の
指
示
を

受
け
た
場
合
、
医
療
費
負
担
が
困
難
な
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、

学
校
保
健
法
に
基
づ
き
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
。
要
保
護
者

は
、生
活
保
護
に
か
か
わ
ら
ず
保
護
を
必
要
と
す
る
者「
要
Ａ
」。

準
要
保
護
者
は
、
医
療
保
険
加
入
者
で
要
保
護
者
に
準
じ
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
者「
準
Ｂ
」。


